
省ｴﾈ基準と部位別熱損失（開口部の変化）

　8月

S55・旧省ｴﾈ

H 4・新省ｴﾈ

H 11・次世代
　　　  省ｴﾈ

H 21・次世代
　　　＋
高性能窓（樹脂+LowEｶﾞﾗｽ/高断熱型）

冷房時熱損失 2,000 4,000 6,000 8,000 10,000 12,000 14,000（w）

窓 45%壁 15%屋根25%

換気10% 床5%

窓 60%壁 15%屋根15%

窓 70%壁 10%

屋根15%
窓 65%壁 15%

屋根15%

35% 削減・大成功

25% 削減

30% 削減・断熱型ｶﾞﾗｽでは変化なし。遮蔽対策が必要

　1月

S55・旧省ｴﾈ

H 4・新省ｴﾈ

H 11・次世代
　　　  省ｴﾈ

H 21・次世代
　　　＋
高性能窓（樹脂+LowEｶﾞﾗｽ/高断熱型）

暖房時熱損失 2,000 4,000 6,000 8,000 10,000 12,000 14,000（w）

窓 35%壁 20%床10%換気25% 屋根10%

窓 45%壁 20%
床10%

屋根10%
換気15%

窓 50%壁 20%

窓 35%壁 25%

25% 削減

40% 削減・大成功だが窓の割合が増加し、大き過ぎ

15% 削減・全体のﾊﾞﾗﾝｽが良くなった
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 S55
旧省ｴﾈ

　H4
新省ｴﾈ

H11；次世代(+) 開口部強化/ｶﾞﾗｽは全て複層ｶﾞﾗｽ

現在の省ｴﾈ住宅の標準的仕様

　H11
次世代

　H4
新省ｴﾈ
　H4
新省ｴﾈ

部分間欠暖房/一般的暖房
必要なときに必要な部屋を暖房する

全居室暖房/
廊下・WCなどを省く 居室を24時間暖房

全館連続暖房/
家中全てを24時間暖房

省ｴﾈ基準と暖房費の変化

栃木ｴｺﾛｼﾞｰ設計協会　 H23･7/20作成
NPO法人


